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はじめに 
 

 私たちはどこまで深く潜ることができるのだろうか？ そこに到達したら何が待っているのだろうか？ 帰ってきたらどんな幻想的な物語が

待っているのだろうか？ これらの問いかけが大胆な冒険家を駆り立て、好奇心旺盛な発明家の野心をかき立てます。これまでオーディオエ

ンジニアを悩ませてきた果てしなく成果の得られないコンプレッサーの聖杯を探す旅から、ついに求めていたものが現れました。皆さん、

ようこそ Abyssへ。 

 

 Pulsar Modularのチームは、ソフトウェアやハードウェアの世界で利用可能なものを超越するコンプレッサーを設計するだけでは満足でき

ず、 Abyss のあらゆる側面で挑戦したいと考えました。アタックやリリースは 1 マイクロ秒のタイミングをサポートし、信頼性の高い安定

した動作を維持できるのか？ スレッショルドは -50 dBに設定された場合でも、微細なニュアンスにしっかりと反応して音楽的な表現を保て

るのか？ Abyss は、最高級のマスタリンググレードハードウェアコンプレッサーから、日々ミックスに命を吹き込むハードヒッティングで

グルーブ感溢れる定番のハードウェアに至るまで、考えうるすべての影響、滑らかさ、粘り、パワー、安定感、音楽性、優しさ、開放性、

リズムに対抗できるのか？ 想像力、独創性、創造性を刺激する問いかけは、限界を超えたところに溢れています。Abyss を考案し、設計し

構築し、改善し、育てることは、まさに時代の流れに沿った旅でした。 

 

 現代のプロデューサーやエンジニア、アーティストは、様々な物理的コンプレッサーの特性を理解する必要に制約されるべきではありま

せん。また、その情報をもとに、目的に応じた適切なツールを選択する必要もないはずです。過去には、ハードウェア設計の物理的な限界

によって、それが必要でした。VCA は深く攻撃的なパンチを求める場合に選択され、Opto はクリーンで開放的、滑らかなアクションを求め

る場合に選択され、Vari Mu は流れるようなリズミカルな脈動を求める場合に選択されました。Abyss は、物理的に課されたルールや制限を

完全に排除し、望ましい特性を見事に表現することができます。アグレッシブな音、パンチの効いた音、滑らかな音、開放的な音、息の詰

まるような音、濃密な音、クリーンな音、汚れた音など、すべてをあなたの指先でコントロールできます。Abyss は、テクニカルな問題に

囚われることなく、音源と直接つながる夢を実現します。 

 

 Abyss がオーディオから引き出す無限の色彩、色調、キャラクターを体験してください。個々のトラックや楽器、グループバス、リター

ン、メインバスなど、あらゆる場面で活躍できるよう設計されています。ミキシング、ステムマスタリング、ステレオマスタリングのすべ

てのニーズを満たすように設計されています。 

 

これまで以上に、そのサウンドは信じられないほどのものです。
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外部サイド

チェイン 

Wet 

極性反転 

バイパス 

Core Action and Behavior 

これらのコントロールは、コンプレッションの

基本的な特性の振る舞いと形状に影響を与えま

す。ここでは、あらゆるコンプレッション回路

トポロジーの特性動作を再現するための、シン

プルで無限に柔軟なオプションがあります。 

詳しくは 7ページを参照してください。 

Character, Depth and Color 

これらのコントロールは、処理されたオーディ

オの内部特性を広範囲に変更するオプションを

提供します。これらは、サウンドに追加される

レイヤーではなく、中核となる特性を深く、イ

ンタラクティブに操作します。 

詳しくは 15 ページを参照してください。 

The Central Scrutinizer 

全ての動作が引き起こす潜在的な影響を注意喚

起するため、計測や視覚的なフィードバックが

豊富に用意されています。また、誤ったことを

行わないようにするための拡張機能もここにあ

ります。これは必要不可欠なものです。 

詳しくは 11ページを参照してください。 

Dry 

極性反転 

MOD – Circuit Modifier 

代替コンプレッション回路 

を使用します。 

Clipper Position 

クリッパーの配置を設定できます。 

OS – オーバーサンプリング 

(OFF / INTEL / VINTAGE / HD) 

プリセットブラウザ 

A/B 比較 

テーマ選択 

オプションメニュー 

About / License Status / 

User Guide / Options 

and Preferences 

Routing 

モノラル / ステレオ(DI) 

ミッド(MID)サイド

(SIDE)を選択します。 

MIDまたは SIDEを選択

すると、ソロ(S)機能が

使用可能になります。 

LMTR – Brickwall Limiter 

有効にすると 

dBFSシーリングスライダーと 

GRメーターが使用可能になります。 

SOUL Slider 

エミュレートされたハードウェア

のレイヤーを段階的に明確にし、

徐々に本来のデジタル状態に近づ

けます。 

Delta Solo 

WET/DRY信号の違いを

ソロで確認できます。 

 

保存 

現在のインス

タンスのサイ

ズと位置を保

存します。 

TX 

トランス選択 
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バイパスはオーディオ信号を処理せず通過させます。 

 

デルタソロは、Wet信号と Dry信号の差分 (デルタ)を

聞くことができます。これによりプラグインが未処理の Dry 信号

に何を追加または削除しているかを確認することができます。 

 

Dry 極性は影響を受けない Dry信号を反転させます。 

 

Wet 極性は反転信号を内部処理に利用します。 

 

外部サイドチェインボタンを使用すると、外部ソース

の信号を圧縮検出に利用してコンプレッサーを動作させることが

できます。外部ルーティングの設定方法については、各 DAWの 

ガイドを参照してください。 

 

クリッパー選択ボタンは、シグナルパス内の他のコ

ントロールとの関係に応じてクリッパーの位置を変 

更します。 

 

次のオプションに進むには左クリック、前のオプシ

ョンに戻るには右クリックをします。シフトキーを押しながら左

クリックすると、どの設定からも CLIP OFFに切り替えることが 

できます。 

 

  注： TRANSFORMER INと TRANSFORMER OUTノブは T.IN 

T.OUTと省略しています。 

 

CLPOUT：シグナルパスは T.IN >> COMPRESSOR >> CLIP >> 

T.OUT >> MIX >> MAIN OUT です。これはデフォルトのクリッパ

ーの位置です。このオプションを使用して、コンプレッション後

の信号を出力シグナルパスに送る前に均等にすることで付与され

たキャラクターをしっかり制御しながら、自由自在に保つことが

できます。 

 

CLPMAIN：シグナルパスは T.IN >> COMPRESSOR >> T.OUT 

>> MIX >> CLIP >> MAIN OUT です。このオプションを使用する

と、信号をクリッパーに押し込み、抑制することによって生じる

力強く大きなサウンドを得ることができます。 

 

CLPS/C：サイドチェインの前にクリッパーが配置されます。

シグナルパスは T.IN >> COMPRESSOR >> T.OUT >> MIX >> 

MAIN OUT です。信号処理自体にはクリッピングの影響を受けな

いようにしつつ、圧縮検出に利用する信号を均一にコントロール

したい場合に使用します。 

 

CLIP OFF：クリッパーを使用しません。0 dBFSを超えてもクリ

ッピングの影響を受けずに信号を出力することができます。 

 

RAWCLP：シグナルパスは CLIP >> T.IN >> COMPRESSOR 

>> T.OUT >> MIX >> MAIN OUT です。スレッショルドに到達し

た際に強く制御されたオーディオクリップを得たい場合に、この

オプションを使用してください。 

 

オーバーサンプリングオプションでは、ホストサンプ

リングレートの倍数で動作することができます。 

 

オーバーサンプリングがオフの場合、Abyss はホストサンプルレ

ート (x1) でゼロレイテンシー動作します。 

 

オーバーサンプリングがオンになっている場合、3 つのオプショ

ンが利用できるようになります。3つのモード(INTEL / VINTAGE 

/ HD)については、以下の説明をご覧ください。 
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INTEL (インテリジェント) モードはホストサンプリング

レートの 2倍 (x2) で動作します。全周波数をスキャンしエイリア

シング信号を減衰させます。この高度なフィルタリングによって

適用される処理量は信号と Abyssの設定に大きく依存します。 

 

VINTAGEモードは、ホストサンプリングレートの2倍

(x2)で動作します。高音域にスムーズなフィルターを適用してク

ラシックなロールオフ特性を維持し、エイリアシング信号はフィ

ルターをかけずに残します。これにより、スムーズでヴィンテー

ジなトップエンドとモダンなインハーモニックディストーション

をクリエイティブに組み合わせることができます。44.1kHz また

は48kHzのホストサンプリングレートでオーバーサンプリングす

る場合に最も効果的です。 

 

HDモードは、内部サンプリングレート 384kHzで動作しま

す。INTEL モードと同じ全周波数スキャンフィルタリング方式を

採用しています。高いサンプリングレートとフィルタリングメカ

ニズムによって、驚くほど効率的な CPU 負荷で、まっさらな高

音質を実現します。このモードは、マスタリング業務やミキシン

グ時の主要トラックに最適です。 

 

HD オーバーサンプリングを実現するために、Abyss は以下のロ

ジックを適用します。 

• 44.1 / 48 kHzの場合：オーバーサンプリング x8 

• 88.2 / 96 kHzの場合：オーバーサンプリング x4 

• 176.4 / 192 kHz の場合：オーバーサンプリング x2 

(HDモードを無効化し、INTELモードと VINTAGEモー

ドを有効化) 

• 384 kHzの場合：オーバーサンプリングオプションを無効 

 

トランスの選択オプションは、超低周波数 (20Hz未満) に

影響します。最大 20Hz の異なるカットオフ周波数が利用

可能です。LOに設定するとボトムエンドが多くなり HIに

設定すると低音がタイトになります。耳を使って素材に 

最適なものを決定します。デフォルトは LO です。 

 

左クリックは前、右クリックは次のオプションに移動します。 

 

この機能をオンにすると、Pulsar Modular の主任設

計者である Ziad Sidawi によって耳で調整された、コンプレッシ

ョン特性を持った Class A/B プリアンプに基づく代替回路が提供

されます。 

 

すべての高品質ハードウェアと同様に、SOUL はデバ

イスのパラメータが作動していない状態でもデバイス

を通過することで発生する独特のサウンドのことです。 

 

SOUL スライダーは、100％ ではデバイスの完全な特性を体験で

き、0％ では信号が純粋なデジタル状態に近づきながらも、デバ

イスの特性を保持します。両端の数値間でハードウェアの世界で

は可能であるが、簡単に実現できない、あらゆる種類のアナログ

挙動が明らかになります。 

 

     Tip：MOD、PSI、SOUL、O2を本当に知り尽くすことが重要

です。これらのコントロールはミックスにおける伝説的な秘密兵

器から、世界のトップマスタリングエンジニアが使用する最も精

巧に設計されたプロセッサーまで、愛されているハードウェアデ

バイスをエミュレートできるようにする心臓部となります。 

SOUL がデバイス特性をどのように制御するか、を以下のオーデ

ィオワークショップでご確認ください。 
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https://www.youtube.com/watch?v=EEA_KC6pXpo 

プリセットブ

ラウザでは、

左側にある保存アイコンを使ってプリセットを変更し(上書き保

存)、右側にある保存アイコンを使って新しいプリセットを作成

(名前を付けて保存) することができます。左の保存アイコンの横

には赤いアスタリスク*が表示され、読み込んだプリセットが変

更されたことを示し、上書き保存が可能となります。 

 

     Tip：プリセットガイドを確認してみてください。プリセット

ガイドではプリセットの詳細な説明が記載され、プリセットデザ

イナーがプリセットを使用する方法についてのガイダンスが提供

されます。説明がない場合はスレッショルドを調整し、適切なゲ

インリダクションを出発点として他のパラメータを微調整してく

ださい。「Crush」という名前のプリセットは 5 dBのゲインリダ

クションを意図していた可能性が低いため注意してください。 

 

A/B では、異なる設定を一時的に保存し、素早く

比較することができます。矢印ボタンで、現在アクティブな設定

をもう一方の非アクティブな設定にコピーすることができます。 

  

     Tip： A/Bボタンは 1つのボタンなので、マウスを動かして

交互に行ったり来たりする必要がなく比較することができます。 

 

Abyss には、MAIN OUT の後ろに

配置されたアナログスタイルのブ

リックウォールリミッターが搭載されています。 

 

Abyss に搭載されたリミッターは、設定された dBFS 値を超える

シグナルを通過させません。ただし、アナログスタイルのリミッ

ターであるため、オーバーシュートが発生する可能性があること

に気をつけてください。リミッターにシグナルを送り込むと、非

常に明るくはありますが、厚みのある色付けになります。 

シーリングは 0dBFSから -18dBFSまでの値に設定できます。 

モノラルまたはステレオ (DI)、ミッド (MID)、 

サイド (SIDE) の処理を切り替えることができます。 

 

Abyssでは、同じプラグインのインスタンス内でM/Sチャンネル

処理を行うことはできません。両方のチャンネルを処理する場合

は、MID 用と SIDE 用の 2 つのインスタンスを挿入する必要があ

ります。 

 

MID または SIDE で作業する場合、Abyss は出力を結合されたチ

ャンネル (1つは処理され、もう 1つは処理されない) 出力します。

もしチャンネルを分離したい場合は、S ボタンを押してください。 

 

S ボタン (DI が選択されている場合は使用不可) を押すと、

MID 信号または SIDE 信号を単独で聞くことができます。S ボタ

ンは、ソロ再生していることを示すために点滅します。 

 

プラグイン UI をライトモードからダークモードに切

り替えます。ライトモードがデフォルトで有効になっています。 

 

https://www.youtube.com/watch?v=EEA_KC6pXpo
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オプションメニュー 

About：バージョンやデモの有効

期限を確認できます。 

 

License Status：ライセンスを管

理できます。 

 

User Guide：ユーザーガイドを確

認できます。 

 

Preset Guide :プリセットガイドを

確認できます。プリセットガイドには、シグネチャープリセット

を効果的に使用する方法に関する豊富な情報が提供されています。

デザイナーのイニシャルがプリセット名の最後に表示されるため、

シグネチャープリセットは簡単に識別できます。デザイナーの意

図を理解し、プリセットの使い方に関する推奨事項を見つけ、素

材に最適な方法を学び、有用な情報を得ることができます。 

 

Set Default Size : この設定はグローバル設定で、新規プラグイン

立ち上げ時のデフォルトサイズを、現在のウィンドウサイズに設

定します。既に立ち上げ済みのプラグインには影響しません。 

 

Mixing Rule : WET/DRY MIXの動作を以下のオプションのいずれ

かに設定します。 

• Linear : 多くのプラグインで一般的に使用される従来のま

たは標準的なミキシングルールです。DRY レベルはフル

ゲインから WETレベルを引いたものになります。 

• Balanced : MIX が 50%の場合、DRY と WET の信号はど

ちらもフルゲインであり、Linear に比べてレベルが増加

します。MIX を反時計回り(WET)に向けると、DRY レベ

ルが減少します。MIX を時計回り (DRY)に向けると、

WETレベルが減少します。 

• Sin3dB : 3dBルール(イコールパワーサイン法則)を使用し

ます。MIX が 50%の場合、信号は 3dB の増幅があります。

DRY と WET 信号の関係は Linear と似ていますが、レベ

ルは正弦波状のスロープを使用して調整されます。  

• Sin6dB : 6dB ルールを使用します。MIX が 50%の場合、

これは Linear に近いレベルです。Sin3dB と同様に、レベ

ルは正弦波状のスロープを使用して調整されますが、こ

れは Sin3dB よりも自然であり、Linear に似た振る舞いを

します。 

     Tip : よりクリエイティブなコムフィルター効果を得るには、

Sin3dBや Sin6dBを試してみてください。従来のミックス動作に

近い挙動を得るには、Linearや Balancedを使用してください。 

 

Groove – この設定はアタックカーブとリリースカーブがオーデ

ィオとどのように相互作用するかに影響します。Groove を無効

にすると、コンプレッサーはアタックとリリースのためにダイヤ

ルインされた正確な値に従います。Groove を有効にすると、レ

シオとリアルタイムのゲインリダクションが作用し、コンプレッ

サーがアタック値とリリース値を解釈する方法に影響します。次

の個別のオプションを使用できます。 

 

• Attack: 有効にすると Attack はほぼ弾力的に動作し、膨張

する動きを示すと同時にしっかりと収縮します。対照的

に、無効にするとトランジェントを厳密に形成します。 

 

• Release: 有効にするとリリース中にオーディオがカーブ

に押し付けられ、つなぎどめるようなスイングモーショ

ンでわずかに変形します。逆に、無効にすると、曲線と

タイミングは変形することなく厳密に守られます。 
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     Tip: アタックとリリースグルーブの設定のさまざまな組み合

わせを試してください。状況が異なれば、必要なアプローチも異

なる場合があります。 

 

     Tip: Groove 回路を聞いて感じる方法については、以下の実用

的なオーディオワークショップをご覧ください。 

https://www.youtube.com/watch?v=EEA_KC6pXpo 

  

https://www.youtube.com/watch?v=EEA_KC6pXpo
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Theme Settings – 以下の選択でプラグインのヴィジュアルテー

マを切り替えます。 

• Bright: ブライトテーマが常に適応されます。 

• Dark: ダークテーマ(青)が適応されます。 

• Grey: グレーテーマが適応されます。 

• Preset: 選択したテーマを保存し、各プリセットで呼び出

しされます。このオプションを使用するとテーマ選択ボ

タンがオプションメニューボタンの横に表示されます。 

  

OS Settings – オーバーサンプリングオプション 

• OS Skips Clipper: このオプションを選択すると、クリッ

パー回路はオーバーサンプリング ルーチンによって処理

されず、CPU サイクルが節約されます。 
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THRESHOLD 

ゲイン調整が適用される

レベルを設定します。 

範囲は LOWか HIGH(0dB

から-50dB)までです。 

 

ATTACK 

このコントロールは、目標ゲイン調整

値に到達するまでにかかる時間を調整

します。AUTOが有効な場合、AUTO 

ATTACKの速度に影響します。 

RATIO 

ゲイン調整をする量 

KNEE 

この設定は、圧縮が行われる箇所

の転送曲線の形状に影響します。 

HARD の最も強いコンプレッショ

ン(0dB)から、SOFT の最も柔ら

かいコンプレッション(20dB)まで

の範囲があります。 

RELEASE 

このコントロールは、信号がスレッシ

ョルドを下回った後、元のゲインレベ

ルに完全に回復するまでにかかる時間

を調整します。AUTOがオンになって

いる場合、これは AUTO RELEASEの

速度に影響を与えます。 

AUTO RELEASE 

Abyssが継続的に調整するプ

ログラム依存リリースを有効

化します。 

Sidechain LISTEN 

フィルタリングされたサイドチェイ

ン信号をモニターします。 

S/C HPF 

Sidechain high pass filter 

検出回路に入力される信号のローエ

ンドを整形します(聴覚上は影響を与

えません。コンプレッションのトリ

ガーにのみ影響します)。 

PSI 

処理される信号に加えられるプレッシャー。

10 (最も攻撃的で色濃い) から 0 (最も穏やか

で透明性が高い) の範囲で表されます。 

AUTO ATTACK 

Abyssによって継続的に調整され

るプログラム依存のアタックを作

動させます。 

S/C Filter Slope 

サイドチェインのハイパスフィ

ルターのスロープを

1POL(6dB/oct)または

2POL(12dB/oct)に設定します。 

TRIM IN 

Abyssに入力される信号を調整する

ためのクリーンな入力ゲインです。

範囲は-9dBから 9dBまでです。 

XPND 

Expander Mode が無効になっている

場合、ダウンワードコンプレッサー

として動作します。有効になってい

る場合、ダウンワードエキスパンダ

ー/ゲートとして動作します。 



 

   
10 

THRESHOLD は、ゲイン調整が適用されるレベ

ルを設定できます。 

 

サイドチェイン信号(S/C)がスレッショルドレベ

ルを超えると、RATIO ノブによって決定される

比率で入力信号に対してコンプレッションが適

用されます。 

 

ただし、スレッショルドに関係するのはサイドチェイン信号であ

り、入力信号ではないことに注意してください。 

 

スレッショルドは、0dB(HIGH)から-50dB(LOW)までの範囲です。 

 

 PSI(圧力)ノブは、Abyssがオーディオ信号を処理する基

本的な性質に影響を与えます。PSIは、最高圧力の 10か

ら最低圧力の 0までの範囲です。 

 

PSI 値が高いと、Abyss は信号に積極的に反応し、強くて確実性

のある、堅固で猛々しい印象を与えられます。一方、PSI が完全

に軽減されると、Abyss は優しく柔らかな印象になり、穏やかで

繊細、透明で洗練された音を生み出します。Abyss は、表層から

深海まで存在するあらゆる環境圧力にさらされても、この両極端

のどちらでも快適かつ自信を持って使用することができます。 

 

PSI は、Abyss が様々なハードウェアコンプレッサーの動作を模

倣する上で重要な機能であり、ノブを 0.1 ステップずつ変更する

ことで、アタックとリリースの特性を変更することができます。

そのパワーと柔軟性にもかかわらず、使い方は簡単です。ノブを

クリックして、目を閉じて調整し、自分のトラックの性質や他の

トラックとの関係にどのように影響を与えるかを聞き感じるだけ

です。 

     Tip：MOD、PSI、SOUL、O2 の組み合わせでセッティングを

微調整し、これらのコントロールが単独で何をもたらすのか、あ

るいは組み合わせて何をもたらすのかを理解することを常に忘れ

ないでください。PSI が基本的に圧縮にどのような影響を与える

か、は以下のオーディオワークショップでご確認ください。 

https://www.youtube.com/watch?v=EEA_KC6pXpo 

 

RATIOは、S/C信号がスレッショルドを超えた

時に増幅が調整される比率を決定するパラメー

タです。このゲインリダクション (XPND モー

ドでのゲイン)は、入力信号に適用されます。 

ゲイン値は、サイドチェイン信号に対する

THRESHOLD、KNEE、RATIO、ATTACK、

RELEASEの各パラメータの設定に基づいて算出されます。 

 

KNEE は、RATIO の傾き(移行の滑らかさ)です。

SOFT では、設定した RATIO 値に達するまで

徐々に上げ、HARD設定では、設定したRATIO

値がすぐに適用されます。 

 

     Tip： 実際には、KNEEを SOFTに設定する

ことで、非圧縮信号から圧縮された信号への移行が目立たなくな

ります。そのため、KNEEを SOFT にすることで、影響を受ける

トランジェントをより徐々に減衰させることができ、より攻撃的

ではなく、より自然なサウンドになります。 

つまり、素早いアタックを実現しつつ、自然なトランジェントエ

ネルギーやパンチが表現される場合があります。 

 

TRIM IN トリムポットは、他のどの処理よりも前に

入力信号のレベル調整を可能にするクリーンな入力

https://www.youtube.com/watch?v=EEA_KC6pXpo
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ゲインを提供します。通常の動作に対して低すぎるまたは高すぎ

る入力信号をクリーンに増減させるために役立ちます。 

 

TRIM INまたは TRIM OUTトリムポットを調整する際にシフトキ

ーを押すと、反対側のトリムポットと同じ量だけ補正されます。 

    

  Tip : スレッショルドを変更することなく、希望のゲインリダク

ションを達成するために、プリセットのゲインステージとして使

用してみてください。 

 

ATTACK は、スレッショルドとレシオの設定

に基づいて、目標の増幅調整に完全に到達す

るまでにかかる時間を制御します。 

 

AUTO がオンになっている場合、アタックタ

イムは Abyss によって連続的かつ動的に決定

されます。プログラム依存のアタックタイムの速度は、ATTACK

ノブを調整することで影響を受けます。AUTO がオンになってい

る場合、値は-10から 10の範囲になります。 

 

     Tip : グループバスや 2Mix、マスタリングなどの場合、Abyss

がピークではなく RMS コンプレッサーであることから、通常よ

りも高い値を使用してみてください。ミックスが詰まっていると

感じた場合、100〜150ms のアタックを使用することも恐れない

でください。 

 

     Tip : アタックは常に速いか遅いかという考え方がされがちで

すが、常に入力信号に対して相対的なものであることを忘れない

でください。ベースにとって速いタイムは、スネアドラムにとっ

ては遅いタイムであるため、常に処理するものとの関係を念頭に

置いてください。 

     Tip：アタックを速くするか遅くするかは、トランジェントを

どのように処理するか (または処理しないか) が全てです。より速

いアタックはトランジェントに直接影響を与え、ある種の制御や

操作を行います。例えば、中速から遅いリリースと組み合わせて、

アンバランスなパフォーマンスを均等にする場合に役立ったり、

素早いリリースと組み合わせて、ふにゃっとしたキックをパンチ

の効いた明確なものにする場合に役立ったりします。より遅いア

タックはトランジェントが影響を受けずに通過させ、良好にキャ

プチャーされた音源の最初の表現や定義を強調します。決まった

良し悪しはありません。すべてがより多くのパンチや制御を必要

としているわけではありません。処理されるすべてのオーディオ

の関係の中で、何が必要かを決定してください。 

 

     注：AUTO ATTACK と AUTO RELEASE の使用方法について

は、このユーザーガイドの「 Tips, Tricks and Techniques 」の項

目をご覧ください。 

 

RELEASEは、シグナルがスレッショルドより

下回った場合に、影響を受けていないゲイン

レベルに完全に回復するまでの時間を調整す

るものです。 

 

AUTOがオンになっている場合、RELEASEは

Abyss によって継続的かつ動的に決定されます。プログラムに依

存するリリースタイムの速度は、RELEASE ノブを調整すること

で影響を受けます。AUTO がオンの場合、値の範囲は-10 から 10

までです。 

 

     Tip : フルミックスの場合、リリースの値を増やすことで、よ

り広いステレオイメージを得ることができます。 
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     Tip：より速いリリースは、制御されたゲインの動きが要素を

押し引きするため、信号のリズムを強化する傾向があります。よ

り遅いリリースは、安定した期間にわたってダイナミックレンジ

を減少させるため、信号の密度を高め、その位置づけを強固にす

る傾向があります。アタックとリリースの特性は、すべてを行う

か行わないかの問題ではありません。複数のコンプレッサーを併

用して、ある要素にどのような影響を与えることができるかを考

えてみてください。 

 

     注：AUTO ATTACK と AUTO RELEASE の使用方法について

は、このユーザーガイドの「 Tips, Tricks and Techniques 」の項

目をご覧ください。 

 

S/C HPFは、検出回路にハイパスフィルタ

ーを適用します。このフィルターは、処理

された信号の音に直接影響を与えるわけで

はありません。 

 

S/C HPFラベルの右にある 1 POL / 2 POL

スイッチを使用すると、HPFのスロープを

調整できます。 1 POL オプションは 6 dB/oct のフィルタースロ

ープを提供し、2 POL オプションは 12 dB/oct のフィルタースロ

ープを提供します。 

 

人間の耳にはバランスの取れた音に聞こえるにもかかわらず、低

い周波数帯域により多くのエネルギーが含まれることは珍しくあ

りません。 これらの周波数は、同じ要素内の高音域よりもスレ

ッショルドを大幅に超えることがあり、不規則なダイナミックレ

スポンスを引き起こす可能性があります。 このフィルターによ

り、低い周波数を減衰させ、安定したダイナミック処理を促すこ

とができます。 

LISTEN ボタンを使用して、検出に送られる信号を聞くことがで

きます。 

 

このコントロールの上にマウスを置いた状態でキーボードの Ctrl 

+ Alt キー (Windows) または CMD + Option キー (Mac) を押すと、

キーを離すまで一時的に無効になります。 

 

     Tip：EQ Target Switchの TO SC設定で使用されるサイドチェ

イン EQセクションも確認してください。 S/C HPFフィルターと

一緒に使用すると、検出回路に影響を与える聴覚できない信号を、

考えうるほぼすべての方法で再バランスおよび再形成できます。 

これにより、可聴信号のトリガー以上に、オーディオに対する検

出回路の反応を非常に細かく柔軟に制御できます。 
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Gain Reduction RMS Meter 

オーディオ信号の平均レベルを測定しま

す。RMSメータリングは、レベルがどのよ

うに聞こえるかに近い形で可視化する場合

に役立ちます。 

メーターの背景をクリックすると、黒、

黄、青のテーマが切り替わります。 

LEFT IN / OUT 

入出力チャンネルのピークメーター

で、入力と出力の dBを直接比較するこ

とができます。耳によるレベル合わせ

を補完する視覚的な補助として有用で

す。 

CLIP VALUE 

RMSまたは PEAKの信号のハードク

リップ量を数値と LEDメーターで表

示します。PEAK/RMSスイッチを使

用して PEAKまたは RMSメータータ

イプを切り替えることができます。 

CLIP dBFS 

アナログスタイルの RMSハード

クリッパーです。 

GR LIMIT 

50dBから 0dBまでの範囲で最

大ゲインリダクション量を制限

します。赤いライトが点灯する

と、ゲインリダクションの制限

が有効になっています。 

LINK 

チャンネルリンクコンプレッ

ションをオンオフできます。 

IN 

入力ゲインの RMS

または PEAKを表

示します。 

 

RMS/PEAK IN/OUT Meter Type 

INと OUTの dB読み取り値(メータ

ーヘッダー、緑色の値)が PEAKま

たは RMSを示します。RMSまた

は PEAKのラベルをクリックして

選択できます。 

Gain Reduction 

RMSゲインリダクション量を

数字で表示します。 

RIGHT IN / OUT 

入出力チャンネルのピークメーター

で、入力と出力の dBを直接比較する

ことができます。耳で聞くレベル合わ

せを補完する視覚的な補助として役立

ちます。 

 

OUT 

出力ゲインの RMS

または PEAKを表

示します。 

Variable Linking Control 

チャンネルのリンク度を、完全にリンクされ

ていない (0%) から完全にリンクされている 

(100%) までの範囲で調整します。 
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LED メーターは、ピーク値と RMS の入出力

レベルを同時に表示し、RMS は、メーター

のメイン部分にある LED ブロックで表され、

ピークは、RMS ブロックの上に常に表示さ

れるホールド LEDライトで表示されます。 

 

メーター上部に表示される値は、L または R

チャンネル固有のピーク値または RMS 値で

す(VU メーターヘッダーに表示される LR 平

均値とは値が異なります)。ピーク値または

RMS 値を表示するかどうかは、VU メーター

ヘッダーの RMS/PEAK 選択によって決定お

よび同期されます。 

 

メーターの下部には、IN ラベルまたは OUT ラベルのいずれかが

強調表示されます。 IN が選択された場合、メーターの上部に表

示される値は VU メーターヘッダーに表示される IN 値と同期さ

れ、逆に OUT が選択された場合、値は VU メーターヘッダーに

表示される OUT 値と同期されます。ラベルをクリックして切り

替えることができます。 

 

これらのメーターは、入力および出力レベルのゲインマッチング

時に聴覚と併用して使用できる視覚的な補助を提供します。 

 

これらは視覚的に補助する役割を担うことができますが、最も重

要なのはあなたの耳です。 

 

 

 

 

dB コンプレッションゲインリダク

ションメーターのメインウィンド

ウ は 、 信 号 に 適 用 さ れ た

RMS(Root-Mean-Square)ゲインリ

ダクションが、針で表示されます。 

 

針の右側には、針によって表示さ

れる値の数値表現を示す表示ボッ

クスがあります。 

 

Abyss は、-20dB を大きく超える GR を可能にしています。この

場合、針は 20dB に留まりますが、ディスプレイボックスには正

確なゲインリダクション値が表示されます。 

 

ゲインリダクションウィンドウの上部には、RMS/PEAK メータ

ーヘッダーがあります。現在の計測タイプは、ヘッダーの中央に

表示され、RMS または PEAK ラベルをクリックして切り替える

ことができます。RMS/PEAKラベルの両側の INとOUTの値は、

現在の計測タイプの選択によって決定された LR 平均ピークまた

は RMS 値を示します。 LR で平均化されていない L と R チャン

ネルの個別の値は、VU メーターエリアの両側の垂直 LED メータ

ーの上部に表示されます。 

 

CLIP VALUEディスプレイは、クリッパーがシグナルパスのどこ

に配置されているかに応じて、コンプレッション前またはコンプ

レッション後にクリップされた信号の RMS またはピーク量を表

示します。クリッパーの位置は、トップツールバーを使用して構

成できます。クリップ値は、PEAK/RMS スイッチの右側の表示

ボックスと、CLIP VALUEラベル上の水平メーターの両方で表さ

れます。 
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CLIP VALUE ラベルの横にある PEAK/RMS スイッチで、測定の

種類を PEAKと RMSに切り替えることができます。 

 

メーターの背景をクリックすると、メーターのテーマが黒、黄、

青のオプションの間で変更されます。ライトモードやダークモー

ドと組み合わせて、Abyss のビジュアルをカスタマイズしてくだ

さい。 

 

     注：ヘッダーメータータイプまたはクリッパー PEAK/RMSオ

プションのいずれかを変更してもメーターオプションのみが変更

され、検出方法は変更されません。常に RMS に基づいています。 

 

     注：針とその数値表現は、ヘッダーメーターの種類の選択に

関係なく、常に RMS値です。 

 

最大ゲインリダクション値を制限できます。こ

れを設定しない場合、コンプレッサーやエキス

パンダー/ゲートは、レシオとスレッショルドで

決定されたゲインリダクションを制限なく適用

します。この設定をすると、ゲインリダクションはこの値を超え

ないようになります。 

 

GR LIMITが有効な場合、赤い LEDが点灯します。 

 

CLIPノブは、dBFS (フルスケールに対するデシベル)

で設定した RMS 値動作アナログクリッパーが、信号

を美しく透明で原始的な品質のハードクリップを実

現します。現実の不完全なアナログクリッパー回路と同様に、

+0.3dB の許容範囲内で、オーバーシュートがランダムに発生す

ることがあります。 

クリッパーは RMS レベルに作用しますが、ピークを躊躇なく削

り取ります。RMS ウィンドウ内で計算が行われるため、従来の

ピークレベルクリッパーではできない方法でクリッパーをプッシ

ュできます。そのため、透明で高エネルギーの出力が得られ、生

命力あふれるサウンドになります。 

 

   Tip：超えてはいけない最大値を定義する必要がありますが、

この素晴らしいサウンドのクリッパーを使いたい場合は、クリッ

パーを絶対シーリング値より 0.3dB 低く設定することでアナログ

オーバーシュートに対応することができます。また、リミッター

(LMTR)を使用することもできます。  

 

   Tip：クリッパーの値を最適に設定するには、GR ウィンドウの

RMS/PEAK IN/OUT メーターヘッダーが RMS に設定されている

ことを確認してください。この CLIP操作に最も適しています。 

 

     注：クリッピング処理はトップツールバーの設定オプション

を使用してシグナルパスの様々な場所に配置することができます。 

 

     Tip: CLIP を使用してサイドチェーン信号を調整することで非

常にダイナミックなソースに均一な圧縮を適応できます。以下の

リンクのオーディオワークショップでご確認できます。 

https://www.youtube.com/watch?v=_yC53UrOmD8 

 

LINK ボタンをオンにすると、圧縮プロセスは、結合され

た左右両チャンネルの平均信号に基づいて行われます。 

 

チャンネルがリンクされる度合いは、Variable Linking 

Control によって決定されます。100% に設定すると、信

号が左または右チャンネルのいずれかのスレッショルド

を超えるたびに、両方のチャンネルに同じ量の圧縮が適

https://www.youtube.com/watch?v=_yC53UrOmD8
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用されます。この完全にリンクされた圧縮により、均一でダイナ

ミックな動きが実現され、ステレオイメージの緊密さと堅実さが

強化されます。 

 

一方、LINK ボタンがオフまたは 0% に設定されている場合、2 つ

の別々のコンプレッサーを使用しているかのように、各チャンネ

ルが独立して圧縮されます。 各チャンネルを個別に圧縮すると、

コンプレッサーが各信号に独自に応答するため、チャンネル間で

ダイナミックな動きが変化します。 これにより、ステレオイメ

ージに広がりや開口効果が生じる可能性があります。 

 

     Tip：LINK が解除されているか、低い % に設定されている場

合、一時的に重くパーカッシブな要素、特にダイナミックな要素

やパンアウトされた非常に強調された要素に注意してください。

これらの要素はセンターイメージの「ふらつき」を引き起こす可

能性があるためです。 SIDECHAIN HPF と SC EQ コントロール

を使用すると、検出器回路に影響を与え、滑らかにし、極端な動

きに対応できます。さらに、ゲインリダクションは、サウンドス

テージを開くことと安定したセンターイメージを維持することの

間への適切な妥協点を見つけるときに役立ちます。 
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MODE Selector 

これらは、EQ Target Switchに接続されてい

ます。一度有効にすると、他の EQ ターゲッ

トが選択されている場合でも、これらは有効

なままです。シェルフとベルのブーストや減

衰が選択可能です。EQ ラベルの下にあるボタ

ンを使って、EQ をオンオフします。 

 

 

EQ Target Switch 

現在調整する EQセクションコントロール

(MODE、周波数、ゲイン)の対象を選択します。 

TO IN(入力、コンプレッション前)、TO SC(サイ

ドチェイン検出)の 2種類から選べます。 

Motorized EQ Frequency Selector 

EQの周波数セレクターは 15Hzから

20kHzまで変化します。EQ Target 

Switch との関係については MODE 

Selector をご覧ください。 

Motorized EQ Gain Slider 

EQのゲインスライダーです。EQ 

Target Switch との関係については 

MODE Selector をご覧ください。 

MIX 

MAIN OUT前の入力信号(DRY)に

対する処理信号(WET)の比率で

す。 

MAIN OUT 

-24dBから 24dBまでのクリーンゲ

インです。 

Amplifier Type Selector 

OFF：トランスフォーマーなし 

A：よりシャープなトランジェントで

クリーンな信号再生を実現する Aク

ラスアンプ 

A/B：より太く個性的な増幅を実現す

る A/Bクラスアンプ 

T. OUT 

出力 Amplifier Type Selectorに関連してお

り、-24dBから 24dBまでのクリーンなゲ

インまたはトランスフォーマーされたゲイ

ンが可能です。 

T. IN 

入力 Amplifier Type Selectorに関連して

おり、0dBから 12dBまでのクリーンな

ゲインまたはトランスフォーマーされた

ゲインが可能です。 

EQ Target Indicator 

EQターゲットが有効である

ことを示します。左側の緑

色のライトは TO INターゲ

ットが有効になっているこ

とを示します。右側の黄色

いライトは TO SCターゲッ

トが有効になっていること

を示します。 

MIX Position Switch 

MIXノブを MAIN OUTの前 (PRE) また

は MAIN OUTの後(POST)に配置します

。 

TRIM OUT 

Abyssを出た信号を調整するため

のクリーンな出力ゲインです。範

囲は-9dBから 9dBまでです。 

O2 Position Switch 

O2ノブを MIXノブの前(PRE)、

MIXノブの後(POST)に配置しま

す。 

O2 

ユニークな Pulsar Modular設計のエン

ジンで、あらゆるものに生命を吹き込

み、シンプルにサウンドを良くしま

す。優しくコンプレッションして O2

を、潰して O2を、そう好きなように

O2を注入してください。 
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2 つの多機能 EQ

バンドは、S/C に

送られる信号を変

化させる EQ (TO 

SC)とダイナミク

ス調整前の信号を

変化させる EQ 

(TO IN) が利用できます。 

 

MODE Selectorは、現在のフィルターをシェルフまたはベル型の

増幅/減衰に設定するために使用できます。各 EQ は、EQ ラベル

の下にあるボタンをクリックすることでオンオフすることができ

ます。 

 

シェルフフィルターは、広く固定されたQを特徴としています。

ベルフィルターは、ブースト時に非常にスウィートで滑らかな対

称的な固定Q曲線を特徴としています。減衰する場合、ベルフィ

ルターはプロポーショナル Qを特徴とし、信号がさらに減衰する

につれて狭まります。各モーター駆動の EQ は、サイドチェイン

または入力信号を調整しながら、シェイピングツールとしての音

楽性を維持するように注意深く設計されています。 

 

EQ Target Switchは、検出回路にルーティングされる EQペアを

表示する TO SC、または処理チェーンを通過する EQペアを表示

する TO INのどちらかを選択することができます。各ペアは表示

されていない場合でもアクティブなままです。 

 

スイッチの上のライトは、どの EQ ターゲットがアクティブかを

示しています。左側の緑色のライトは TO INターゲットが有効に

なっていることを示します。右側の黄色のライトは TO SC ター

ゲットが有効になっていることを示します。 

      注：これらのサイドチェインおよび入力 EQ 機能を使用する

方法については、このユーザーガイドの「  Tips, Tricks and 

Techniques 」の項目をご覧ください。 

 

     Tip: サイドチェーン EQ が動きを制御し、テクスチャを作成

する方法については以下の動画をご参照ください。 

https://www.youtube.com/watch?v=YDxIwkc_KXw. 

 

 O2 は、Pulsar Modular を代表するアルゴリズ

ムであり、通過するオーディオ信号を絶妙に

かつ美しく強化する働きがあります。 

 

試行錯誤の中から生まれたこのアルゴリズム

は、Abyssの登場以前に存在したハードウェア

回路やソフトウェアアルゴリズムとは似て非なるものであり、従

来の説明を覆すものです。 

 

O2 を増やすと、オーディオに長く深く空気を送り込むような感

覚で信号が開き、スピーカーの枠を超えるように拡張されます。 

 

O2の位置は、O2ラベルの左にある PRE/POSTスイッチを使用し

て設定できます。PRE に設定すると、O2出力は MIX ノブに供給

されるため、WET 信号にのみ適用されます。POST に設定する

と、O2はMIXノブの後に配置されるため、WET/DRYのブレンド

された信号に影響を与えます。O2 回路は常に MIX ノブの位置に

対して配置されます。 

 

マウスがこのコントロール上にあるときにキーボードの 

CTRL+ALT (Windows) または CMD+OPTION (Mac) を押すと、キ

ーが放されるまで一時的に無効になります。 

 

https://www.youtube.com/watch?v=YDxIwkc_KXw
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     Tip：O2は、SOUL と非常に興味深い関係にあります。まずは

O2 をオフから始めて、素材に合った SOUL 設定を見つけ、O2 を

使って補完的なドライブを導入してみてください。ソースを建設

的な非線形シェイプ(前後、左右、上下の 3 軸)にする SOUL 設定

を見つけたら、O2 で倍音を少しファットにしたり平坦化するこ

とができます。 

 

     注：O2回路を利用すると、デフォルトでは MIX ノブの後に配

置します。これは、この位置で使用すると均質なサウンドになる

ためです。新しいインスタンスごとに位置を PRE に設定するに

は、プリセットブラウザから Default を選択し、POST から PRE

にスイッチを変更し、赤いアスタリスク*の付いた保存アイコン

を使用してプリセットを保存します。 

 

     Tip: KNEE、PSI、SOUL、T. IN、T. OUT、O2 に関連する詳

細な動画は以下をご確認ください。 

https://www.youtube.com/watch?v=YDxIwkc_KXw 

 

TRIM OUT トリムポットは、他すべての処理の後に

信号を調整するためのクリーンな出力ゲインを提供

します。外部プラグインを必要とせずに、出力信号のレベル調整

を行うことができるため、等しいゲインステージングを確保する

のに役立ちます。これは、MAIN OUTの後に配置された内部リミ

ッター (LMTR) ドライブする際、特に有用です。 

 

TRIM INまたは TRIM OUTトリムポットを調整する際にシフトキ

ーを押すと、反対側のトリムポットと同じ量だけ補正されます。 

 

T.IN および T.OUT ゲイ

ンノブは、ダイナミック

処理前後のゲイン調整に

対して、どちらかという

と洗練されたデジタル的

なクリーンなアンプまた

は魅力的な効果のあるトランスフォーマーアンプを提供します。 

 

     注： TRANSFORMER INとTRANSFORMER OUTノブはT.IN

および T.OUTと省略しています。 

 

Amplifier Type Selector は、シフトキーを押しながら左クリック

すると、トランス回路がオフになります。左クリックは時計回り

にサイクルし、右クリックは逆時計回りにサイクルします。 

 

T.IN または T.OUT ノブを調整する際に、シフトキーを押しなが

ら左クリックすると、MAIN OUTノブが逆ゲインで等しく補正さ

れるトリガーになります。 

 

Amplifier Type Selectorには以下のオプションがあります。 

 

• OFF：ゲインはクリーンで、ハイエンドのハードウェア

マスタリングコンプレッサーに匹敵します。 

• Class A：クラス A のトランスフォーマーアンプで、クリ

ーンで正確なアナログ信号の再現が特徴です。 

• Class A/B：クラス A/B のトランスフォーマーアンプで、

さまざまな度合いのアダプティブアナログディストーシ

ョンを特徴とします。 

 

https://www.youtube.com/watch?v=YDxIwkc_KXw
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     Tip：最も原始的なゲイン調整には OFF、よりシャープなトラ

ンジェントにはクラス A、さらに色と厚みを加えるにはクラス

A/Bを選択します。 

 

     注：T.IN はコンプレッサーに追加のレベルをプッシュするこ

とはありません。T.IN と T.OUT ゲインの詳細と使い方について

は、このユーザーガイドの「 Tips, Tricks and Techniques」の項

目をご覧ください。 

 

MAIN OUT ノブは、-24dB から 24dB まで

のクリーンなゲインを提供します。 

 

WET/DRYノブは、処理されたWETシグナ

ルに任意の DRY シグナルをブレンドする

ことができます。 

 

WET/DRYの位置は、MAIN OUTラベルの左にあるPRE/POSTス

イッチを使用して設定できます。PRE に設定すると、WET/DRY

出力がMAIN OUTノブに供給され、全体の処理されたシグナルの

最終的な音量調整が可能になります。POST に設定すると、

MAIN OUTが WET/DRYノブに供給され、処理されたシグナルの

最終レベルが設定された後の MIX調整が可能になります。 

 

     注：Abyss には、MAIN OUT ゲイン調整ノブと T.OUT ゲイン

ノブがあります。PRE と POST 両方の位置のゲインコントロー

ルを持つオプションが用意されています。T.OUTノブは処理され

たシグナルのみに影響し、内部シグナルチェーン内の WET/DRY

ノブの前に配置されます。一方 MAIN OUT は、PRE に設定され

た場合には WET/DRYノブの後ろに配置され、完全に合成された

シグナルに影響します。 
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Tips, Tricks and Techniques 
 

.: AUTO ATTACK と RELEASE を使うタイミング :. 

 

オーディオによって異なります。冗談です。AUTO ATTACK や AUTO RELEASE を使用すると、Abyss のプログラム依存の動作が可能になり、いくつ

かの点で便利です。 

 

AUTO ATTACKと AUTO RELEASEは、自動操縦システムのようなものだと考えてください。AUTO ATTACKと AUTO RELEASEは、船体と舵を自動

的に調整し続け、あらゆる流れ、脈動、潮流に反応し、洗練され調整された一体化を維持します。 

 

AUTO ATTACK が有効で AUTO RELEASE が無効の場合、Abyss はトランジェントディケイを深く掘り下げ、信号のアタック部分とサステイン部分の

分離を作り出し、より鮮明な音質を実現します。 

 

AUTO ATTACK と AUTO RELEASE を同時に使用すると、Abyss は音源と一緒に自然に動き、呼吸し、同時に他の要素に対して信号を非常に安定して

固定することができます(レシオとスレッショルド設定に依存します)。MOD を作動させると、非常に深く、クリーンで自然なコントロールが可能にな

ります。[KE] 

 

 

.: 内部サイドチェイン EQを使用して、不均一な信号に深くアプローチする方法 :. 

 

複数の楽器がバラバラなレベルで収録されたトラックをコンプレッションする場合、サイドチェイン EQ(TO SC)が重要な役割を果たすことがあります。 

 

例えば、フルドラムのトラックでスネアよりもキックをコンプレッションしたい場合に、スネアの方が音量が大きく、スレッショルドを下げてキック

に到達させると、スネアに過剰な影響を与えることがあります。サイドチェイン EQ を使用して、キックのレベルを内部サイドチェインで上げ、スレ

ッショルドがより均等に、またはスネアよりもキックに重点を置いてヒットさせます。こうすることで、コンプレッサーはキックに作用し、スネアの

レベルに影響されることなく、ミックスの奥深くにあるかのようにコンプレッションをかけることができます。 

 

不均一な信号のコンプレッションアクションをさらに制御するためには、内部サイドチェイン(CLPS/C)の前にクリッパーを配置し、ピークがコンプレ

ッションルーティンに達する前に打ち消すことができます。 [ZS] 
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.: コンプレッサーの目的を瞬時に呼び出す :. 
 

ライト/ダークモードと VU メーターの背景は、インスタンスごとにカスタマイズでき、プリセットの一部として保存することも可能です。コンプレッ

サーのインスタンスがすべて Abyssの場合は、特に便利です。マスターは大きな青い GUIに黄色いメーターで一目瞭然、ドラムは小さな青い GUIに黒

い VU、ベースは青い VU、ボーカルは白いスキンと青い VUなど個別に設定できます。[LA] 

 

 

.: IN と OUTのインとアウト(トランスについて) :. 
 

信号にもっと存在感を持たせたい場合は、T.IN.をプッシュします。そう思いがちですが、これはコンプレッサーに「押し込む」のではなく、コンプレ

ッサーが作用する信号の倍音成分の幅を広げます。コンプレッサー回路に信号が押し込まれるような感覚を得たい場合は、スレッショルドを下げるだ

けで同じ効果が得られます。 

 

もし、プッシュされたトランスがもたらす大きな存在感を得たい場合は、T.OUT を上げてください。これにより、音量と倍音成分が上がり、ポストコ

ンプレッションの信号に直接作用します。 

 

Amplifier Type Selector を使用して、異なる色を出すように調整します。OFFはクリーン、Type Aはよりトランジェント、Type A/Bはよりリッチなサ

ウンドになります。 

 

T.IN と T.OUT、そして MAIN OUT のバランスを調整して、目標の RMS 内で求めるサウンドを得るために実験してください。例えば、ゲインリダクシ

ョン 10dB 程度まで強く圧縮する場合、より大きくて目立つサウンドがほしい場合は、T.OUT を上げ、T.IN を下げます。トランジェントにキレがほし

い場合は、T.IN を上げて、T.OUT を下げるか、CLPOUT を使用してください。キレと大きくて目立つサウンドの両方がほしい場合は、T.IN と T.OUT

の両方を上げ、MAIN OUTを下げるか、CLPOUT を使用してください。まさにカントリーとウェスタンの両方があります。 

 

ボーナスポイント(より高い RMS レベル)を得るためには、クリッパーを MAIN OUT の前に配置し(CLPOUT)、信号をクリップするか、全体をブリック

ウォールリミッターに押し込みます。 [ZS] 
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.: 綺麗にしよう。これは誰でも楽しむことができるべきものだから :. 
 

Abyss は豊かで鮮やかなサウンドが特徴的な一方、デジタルの冷たさや無機質さを感じさせることなく、比較的クリーンで透明感のあるサウンドも実

現できます。ぜひ試してみてください 

 

ノイズフロアを下げるために MOD 回路をオンにし、追加の倍音を導入します(後で切り替えて、どちらが好きか試してください)。PSI を 0 から 2 程度

の範囲に調整します。PSIがどのように動作するかに注意してください。それは、瞬間瞬間でアタックとリリースの特性を変更します。 

 

SOULスライダーを下げると、エミュレートされたハードウェア回路の複雑さのレイヤーを削ぎ落とすことができます。 

 

クリーンなゲインを得るために、MAIN OUTを使用してメイクアップゲインを調整します。 

 

スレッショルドと PSIを大まかに設定した後、EQ Target Switchを TO INに設定して、密度を少し高めたい箇所を微調整します。またコンプレッサー

のトリガー方法を微調整する場合は、ターゲットを TO SCに切り替えて、反応を調整したい周波数をプッシュしてください。 

 

このように使用すると、Abyssのキャラクター追加を最小限に抑えるか回避することができます(ただし、キャラクターは十分に残っています)。 

 

O2も試してみてください。O2は完全にクリーンというわけではありませんが、開放感を与えるような形で強化するため、純粋な信号を保持しながら改

善するときに非常に良く機能します。 [KE] 

 

 

.: 海の中での動きと密度の傾向 :. 
 

超高速アタック(3ms 以下)、オートリリース、低レシオ(最大 1.5：1)でゲインリダクション量を大量にダイヤルインすると、ほとんどのものに適用でき

る素晴らしい密度の増加と動きの向上をもたらします。これはミキシングとマスタリングの両方で同じようにうまく機能します。 

 

グルーヴィーに仕上がったら、PSI を急激に下げて、ニーを緩め、O2 を加えながら実験してみてください。魔法のような効果を楽しんで、しかしそこ

で止まらず、チャンネルをアンリンクして、1 POLE HPF SCを使用し、SOULとクリッパーを設定して、自由に調整してください。そして、素晴らし

い形に昇華しましょう。 [NH] 
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.: バランス、密度の選択、フレーミング、スカルプティング、名声と富を得るための EQ :. 
 

Abyss には、使いやすく直感的なサイドチェインおよび入力信号 EQ テクニックがあります。これらを試して、ダイナミック制御の習熟度をレベルア

ップさせましょう(そしてそうすることで見栄えを良くしましょう)。必要となるすべてのキャラクターやシェイピング機能が Abyss に備わっているこ

とに気付くかもしれません。 

 

非常にスムーズでバランスの取れた検出アクションとコンプレッションを実現するために、内部サイドチェインフィルターを使用して検出を微調整し

てください。S/C HPF ノブの右側にある LISTEN ボタンをクリックして、サイドチェインリッスン機能をオンにします。これにより、検出回路が感知

する音が聞こえます。EQ Target Switchを TO SCに設定します。EQを有効にし、MODE Selectorをベルブーストオプションに設定し、検出をより強

く反応させたい周波数を上げます。もう 1 つの EQ を有効にし、ベル減衰オプションを選択し、検出をよりソフトに反応させたい周波数を下げます。

どちらかを使用するか、両方をブーストするか、両方を減衰するか、必要に応じて設定します。良い音ではなく、バランスが取れている音を目指して

ください。自分の耳を信頼してほしいですが、検出の反応を見るために針もチェックすることができます。作業が終わったら LISTEN ボタンを解除す

ることを忘れないでください！ 

 

周波数固有の密度を増減させるには、EQ Target Switch を TO IN に設定して、コンプレッション前の入力信号で作業します。例えば、泥臭く、エネル

ギーや存在感が必要な要素がある場合(エレキギター、メインまたはバッキングボーカル、キーボードなど)、MODE Selector を使用して EQ1 を減衰ベ

ルに、EQ2をブーストベルに設定します。減衰周波数を 250Hzから 500Hzの範囲に、ブースト周波数を 1kHzから 5kHzの範囲に設定します(楽器によ

って異なります)。スライダーを上げて、減衰が信号をきれいにし、ブーストが存在感とエネルギーを増す様子を聴き比べてみてください。最適な周波

数を決める簡単な方法は、ブーストや減衰量を極端に増やして、楽器が最も自然でありながらも誇張された形で収まるかどうかを確認し、その後、強

度を緩和して、きれいで豊かな魅力ある音に仕上げます。これはほんの一例にすぎません。ちなみに、薄く、荒々しい楽器に対しては、正反対の方法

を取ることができます。 

 

サイドチェイン EQ は、要素をフレームのように囲むために使用でき、パンチを効かせるか、非常に細かくコントロールすることができます。例えば、

SC をカットすることで何かをパンチアップすることができます。より丸く、パンチの効いたキックとベースのマリアージュを実現するには、SC で

100Hz をカットして、コンプレッションの枠を作るようにします。別の例として、迷惑な 2〜4kHz の周波数をダイナミックに処理したい場合は、SC

でブーストして、コンプレッサーがより綿密にそれらを監視するようにします。この 2 つのトリックは、同じインスタンスの 2 つのバンドで行うこと

ができます。  

 

また、ベル型ブーストは広い対称の Q カーブを持ち、ベル型減衰はより狭いプロポーショナル Q を持つため、同じ周波数ポイントに配置すると、広い

ブーストに対して同じ中心点でより狭いカットが補完される表現が生まれます。上記で説明した異なるテクニックを組み合わせるために、この Tip の

中の Tipを参考にしてください！ [KE, RR, SDC] 
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プリセットについて 
 

はじめに 
 

インストール時にプリセットをインストールするオプションが選択されている場合、アップデートはオリジナルのプリセットを上書きし

ますが、名前をカスタムしたプリセットは変更されません。プリセットブラウザの右側にある名前を付けて保存オプションを使用して、

別の名前でプリセットを保存するか、またはソフトウェアのアップデート時にプリセットインストールオプションを選択しないことでプ

リセットの上書きをさけることができます。 

 

プリセットのバックアップ 
 

プリセットは、オペレーティングシステムのファイルマネージャーを使用してバックアップおよび復元することができます。個々のプリ

セットファイルまたはプリセットフォルダ全体を、お好みのバックアップ場所にコピー/ペーストするだけです。プリセットフォルダは、

以下の場所にあります。 

 

WINDOWS 

 

‘C:\Users\Public\Documents\Pulsar Modular\P11 Abyss\Presets’ 

 

MAC OS X 

 

‘/Users/Shared/Pulsar Modular/P11 Abyss/Presets’ 
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その他 
 

ファインチューニングモード 
 

装飾キー (macOS では「control, option or command」、Windows では「CTRL」) を押しながら左クリックすると、ノブやスライダーを

微調整することができます。または、装飾キーを使わずにノブやスライダーを微調整する場合は、右クリックします。 

 

P11 Abyssのアンインストール 
 

WINDOWS 

● 「C:\Program Files\Common Files\VST3」の中にある 「 P11 Abyss.vst3」を削除してください。 

● 「C:\Program Files\Common Files\Avid\Audio\Plug-Ins」の中にある 「 P11 Abyss.aaxplugin」を削除してください。 

● 「C:\Users\Public\Documents\Pulsar Modular」の中にある 「 P11 Abyss」フォルダを探して削除してください。このフォルダに

はユーザーガイドとプリセットが含まれています。「Pulsar Modular」の中に P11 以外何もなければ、このフォルダごと削除する

ことが可能です。 

 

MAC OS X 

● 「/Library/Audio/Plug-Ins/Components」の中にある「 P11 Abyss.component 」を削除してください。 

● 「/Library/Audio/Plug-Ins/VST3」の中にある「 P11 Abyss.vst3」を削除してください。 

● 「/Library/Application Support/Avid/Audio/Plug-Ins」の中にある「 P11 Abyss.aaxplugin」を削除してください。 

● 「/Users/Shared/Pulsar Modular」の中にある「 P11 Abyss」フォルダを探して削除してください。このフォルダにはユーザーガ

イドとプリセットが含まれています。「Pulsar Modular」の中に P11 以外何もなければ、このフォルダごと削除することが可能で

す。 

 

制限事項 
 

ユーザーは、レンタル、リース、配布、再パッケージ (営利目的であっても非営利目的であっても)の目的で、PULSAR NOVATION LTDオ

ーディオプラグインをディスアセンブル、リサンプル、インパルス応答プロファイルを作成または再記録、デコンパイル、修正、全体ま

たは一部を改変することはできません。 
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シグナルフローダイアグラム 
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